
(57)【要約】

【課題】　ＬＳＩの実装時にＬＳＩにクラックが発生す

ることのないようにする。

【解決手段】　基板３にバンプ７を介して取付けられた

ＬＳＩ６と、このＬＳＩ６にリブ１４を介して接合され

、ＬＳＩ６との間に所定間隔を存して対向するＳＵＳ板

１１と、このＳＵＳ板１１とＬＳＩ６との間に介在され

、ＳＵＳ板１１をＬＳＩ６に接着する接着剤１２とを具

備し、ＬＳＩ６のバンプ７とＳＵＳ板１１のリブ１４と

はＬＳＩ６の面方向に対し直交する線１５上にほぼ位置

するように設けられる。

【選択図】　　　図１

JP 2005-101356 A 2005.4.14



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 板 に バ ン プ を 介 し て 取 付 け ら れ た Ｌ Ｓ Ｉ と 、
　 こ の Ｌ Ｓ Ｉ に 突 起 部 を 介 し て 接 合 さ れ 、 前 記 Ｌ Ｓ Ｉ と の 間 に 所 定 間 隔 を 存 し て 対 向 す る
補 強 材 と 、
　 こ の 補 強 材 と 前 記 Ｌ Ｓ Ｉ と の 間 に 介 在 さ れ 、 前 記 補 強 材 を 前 記 Ｌ Ｓ Ｉ に 接 着 す る 接 着 剤
と を 具 備 し 、
　 前 記 Ｌ Ｓ Ｉ の バ ン プ と 前 記 補 強 部 材 の 突 起 部 と は 前 記 Ｌ Ｓ Ｉ の 面 方 向 に 対 し 直 交 す る 線
上 に ほ ぼ 位 置 す る よ う に 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 無 線 カ ー ド 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 補 強 部 材 の 突 起 部 は エ ッ チ ン グ に よ り 、 ま た は 、 加 圧 或 い は 加 熱 変 形 に よ り 形 成 さ
れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 無 線 カ ー ド 。
【 請 求 項 ３ 】
　 基 板 に バ ン プ を 介 し て 取 付 け ら れ 、 前 記 バ ン プ の 反 対 面 側 に 突 起 部 を 形 成 し た Ｌ Ｓ Ｉ と
、
　 こ の Ｌ Ｓ Ｉ に そ の 突 起 部 を 介 し て 接 合 さ れ 、 前 記 Ｌ Ｓ Ｉ と の 間 に 所 定 間 隔 を 存 し て 対 向
す る 補 強 材 と 、
　 こ の 補 強 材 と 前 記 Ｌ Ｓ Ｉ と の 間 に 介 在 さ れ 、 前 記 補 強 材 を 前 記 Ｌ Ｓ Ｉ に 接 着 す る 接 着 剤
と を 具 備 し 、
　 前 記 Ｌ Ｓ Ｉ の バ ン プ と 突 起 部 と は 前 記 Ｌ Ｓ Ｉ の 面 方 向 に 直 交 す る 線 上 に ほ ぼ 位 置 す る よ
う に 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 無 線 カ ー ド 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 Ｌ Ｓ Ｉ の 突 起 部 は 前 記 Ｌ Ｓ Ｉ と 同 じ ウ エ ハ に よ っ て 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ３ 記 載 の 無 線 カ ー ド 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 Ｌ Ｓ Ｉ を 搭 載 す る 無 線 カ ー ド に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の 種 の 無 線 カ ー ド と し て は 、 例 え ば 、 図 ３ に 示 す よ う な も の が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 中 ２ １ は 基 板 で 、 こ の 基 板 ２ １ は 基 材 と パ タ ン と を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。 基 材 に は
厚 さ ０ ． ０ ５ ｍ ｍ の ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト （ 以 下 、 Ｐ Ｅ Ｔ と い う ） が 用 い ら れ て い
る 。 パ タ ン に は 厚 さ ０ ． ０ ３ ８ ｍ ｍ の ア ル ミ 箔 が 用 い ら れ 、 ア ル ミ 箔 が エ ッ チ ン グ さ れ る
こ と に よ り 配 線 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 基 板 ２ １ の ア ン テ ナ パ タ ン の 両 端 子 ２ ２ に は Ｌ Ｓ Ｉ ２ ３ の バ ン プ ２ ４ が フ リ ッ プ チ ッ プ
方 式 で 実 装 さ れ る 。 Ｌ Ｓ Ｉ ２ ３ は 異 方 性 導 電 フ ィ ル ム ２ ７ を 介 し て 基 板 ２ １ に 電 気 的 に 接
続 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ る 無 線 カ ー ド は 外 部 か ら 供 給 さ れ る 電 波 を 電 力 に 変 換 し て Ｌ Ｓ Ｉ ２
３ を 動 作 さ せ 、 残 り の 電 力 で レ ス ポ ン ス を 返 し て 非 接 触 で デ ー タ 通 信 を 行 う 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 と こ ろ で 、 Ｌ Ｓ Ｉ ２ ３ に は 、 点 圧 強 度 や カ ー ド 曲 げ に 対 す る 耐 性 を 向 上 す る た め に Ｓ Ｕ
Ｓ 板 等 の 補 強 板 ２ ５ が 接 着 剤 ２ ６ に よ り 接 着 さ れ て 一 体 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 補 強 板 ２ ５ に は 突 起 状 の リ ブ ２ ８ が 突 設 さ れ 、 補 強 板 ２ ５ は リ ブ ２ ８ を 介 し て Ｌ
Ｓ Ｉ ２ ３ に 接 合 さ れ る 。 Ｌ Ｓ Ｉ ２ ３ と 補 強 板 ２ ５ と の 間 に 介 在 さ れ る 接 着 剤 ２ ６ の 量 は 、
リ ブ ２ ８ の 高 さ に よ っ て 規 定 さ れ 、 接 着 後 の 厚 さ を 一 定 に 保 つ よ う に し て い る 。
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 に お い て は 、 Ｌ Ｓ Ｉ ２ ３ の バ ン プ ２ ４ と 補 強 板 ２ ５ の リ ブ ２ ８ と が
Ｌ Ｓ Ｉ ２ ３ の 面 方 向 に 例 え ば 距 離 Ｓ だ け ず れ て い た た め 、 Ｌ Ｓ Ｉ ２ ３ の 実 装 時 に 、 圧 力 が
補 強 板 ２ ５ の リ ブ ２ ８ を 介 し て Ｌ Ｓ Ｉ ２ ３ に 作 用 す る と 、 図 ４ に 示 す よ う に Ｌ Ｓ Ｉ ２ ３ に
ク ラ ッ ク ２ ９ が 発 生 す る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 上 記 事 情 に 着 目 し て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 Ｌ Ｓ Ｉ の 実 装
時 に Ｌ Ｓ Ｉ に ク ラ ッ ク が 発 生 す る こ と の な い よ う に し た 無 線 カ ー ド を 提 供 す る こ と に あ る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 請 求 項 １ 記 載 の も の は 、 基 板 に バ ン プ を 介 し て 取 付 け ら れ た
Ｌ Ｓ Ｉ と 、 こ の Ｌ Ｓ Ｉ に 突 起 部 を 介 し て 接 合 さ れ 、 前 記 Ｌ Ｓ Ｉ と の 間 に 所 定 間 隔 を 存 し て
対 向 す る 補 強 材 と 、 こ の 補 強 材 と 前 記 Ｌ Ｓ Ｉ と の 間 に 介 在 さ れ 、 前 記 補 強 材 を 前 記 Ｌ Ｓ Ｉ
に 接 着 す る 接 着 剤 と を 具 備 し 、 前 記 Ｌ Ｓ Ｉ の バ ン プ と 前 記 補 強 部 材 の 突 起 部 と は 前 記 Ｌ Ｓ
Ｉ の 面 方 向 に 対 し 直 交 す る 線 上 に ほ ぼ 位 置 す る よ う に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の も の は 、 基 板 に バ ン プ を 介 し て 取 付 け ら れ 、 前 記 バ ン プ の 反 対 面 側 に 突
起 部 を 形 成 し た Ｌ Ｓ Ｉ と 、 こ の Ｌ Ｓ Ｉ に 突 起 部 を 介 し て 接 合 さ れ 、 前 記 Ｌ Ｓ Ｉ と の 間 に 所
定 間 隔 を 存 し て 対 向 す る 補 強 材 と 、 こ の 補 強 材 と 前 記 Ｌ Ｓ Ｉ と の 間 に 介 在 さ れ 、 前 記 補 強
材 を 前 記 Ｌ Ｓ Ｉ に 接 着 す る 接 着 剤 と を 具 備 し 、 前 記 Ｌ Ｓ Ｉ の バ ン プ と 突 起 部 と は 前 記 Ｌ Ｓ
Ｉ の 面 方 向 に 直 交 す る 線 上 に ほ ぼ 位 置 す る よ う に 設 け ら れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 Ｌ Ｓ Ｉ 実 装 時 の 圧 力 を 補 強 部 材 或 い は Ｌ Ｓ Ｉ の 突 起 部 か ら 直 接 Ｌ Ｓ Ｉ
の バ ン プ に 伝 達 す る こ と が で き 、 Ｌ Ｓ Ｉ に ク ラ ッ ク が 発 生 す る こ と を 防 止 す る こ と が で き
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 図 面 に 示 す 実 施 の 形 態 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。 　
　 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 で あ る 無 線 カ ー ド を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 無 線 カ ー ド は 外 部 か ら 供 給 さ れ る 電 波 を 電 力 に 変 換 し て Ｌ Ｓ Ｉ を 動 作 さ せ 、 残 り の
電 力 で レ ス ポ ン ス を 返 し て 非 接 触 で デ ー タ 通 信 を 行 う も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 無 線 カ ー ド は 表 裏 の シ ー ト １ ， ２ を 有 し 、 こ の 表 裏 の シ ー ト １ ， ２ 間 に は 基 板 ３ が
設 け ら れ て い る 。 こ の 基 板 ３ は 基 材 と パ タ ン と を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。 基 材 に は 厚 さ ０
． ０ ５ ｍ ｍ の ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト （ 以 下 、 Ｐ Ｅ Ｔ と い う ） が 用 い ら れ て い る 。 パ
タ ン に は 厚 さ ０ ． ０ ３ ８ ｍ ｍ の ア ル ミ 箔 が 用 い ら れ 、 ア ル ミ 箔 が エ ッ チ ン グ さ れ る こ と に
よ り 配 線 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 基 板 ３ の ア ン テ ナ パ タ ン の 両 端 子 ５ に は Ｌ Ｓ Ｉ ６ の バ ン プ ７ が フ リ ッ プ チ ッ プ 方 式 で 実
装 さ れ て い る 。 Ｌ Ｓ Ｉ ６ は 異 方 性 導 電 フ ィ ル ム ９ を 介 し て 基 板 ３ に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 表 裏 の シ ー ト １ ， ２ 間 に は 充 填 材 １ ０ が 充 填 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 一 方 、 Ｌ Ｓ Ｉ ６ の 裏 面 に は Ｌ Ｓ Ｉ ６ と ほ ぼ 同 サ イ ズ で 厚 さ １ ０ ０ μ ｍ の 補 強 部 材 と し て
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の Ｓ Ｕ Ｓ 板 １ １ が 接 着 剤 １ ２ で 接 着 さ れ て 一 体 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 Ｓ Ｕ Ｓ 板 １ １ に は エ ッ チ ン グ 方 式 に よ っ て 高 さ ３ ０ μ ｍ の リ ブ １ ４ が Ｓ Ｕ Ｓ 板 １
１ の 四 隅 と 中 央 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の リ ブ １ ４ の 高 さ で Ｌ Ｓ Ｉ ６ と Ｓ Ｕ Ｓ 板 １ １ と の 間
の 隙 間 が 規 定 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 接 着 剤 １ ２ の 量 が 決 定 さ れ て 接 着 剤 硬 化 後 の 補 強
Ｓ Ｕ Ｓ 付 き Ｌ Ｓ Ｉ ６ の 厚 さ が 規 定 さ れ る 。 な お 、 Ｓ Ｕ Ｓ 板 １ １ の リ ブ １ ４ は エ ッ チ ン グ 方
式 で は な く 、 加 圧 式 、 或 い は 加 熱 変 形 に よ り 形 成 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 と こ ろ で 、 上 記 し た Ｓ Ｕ Ｓ 板 １ １ の リ ブ １ ４ と Ｌ Ｓ Ｉ ６ の バ ン プ ７ と は 、 Ｌ Ｓ Ｉ ６ の 面
方 向 に 対 し 直 交 す る 線 （ 図 １ で は 垂 直 な 線 ） １ ５ 上 に ほ ぼ 位 置 す る よ う に 配 置 さ れ 、 リ ブ
１ ４ は バ ン プ ７ の 上 方 に 位 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 近 時 に お い て は Ｌ Ｓ Ｉ ６ の 補 強 強 度 を 高 め る た め に Ｓ Ｕ Ｓ 板 １ １ が 厚 く さ れ 、 そ の 分 、
Ｌ Ｓ Ｉ ６ が 薄 型 化 さ れ て い る た め 、 Ｌ Ｓ Ｉ 実 装 時 に 発 生 す る 圧 力 に よ り Ｌ Ｓ Ｉ ６ に ク ラ ッ
ク が 発 生 し 易 す く な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 し か し 、 上 記 し た よ う に Ｓ Ｕ Ｓ 板 １ １ の リ ブ １ ４ を Ｌ Ｓ Ｉ ６ の バ ン プ ７ の 上 方 部 に 配 置
す る こ と に よ り 、 Ｌ Ｓ Ｉ 実 装 時 に 発 生 す る 圧 力 が リ ブ １ ４ か ら Ｌ Ｓ Ｉ ６ を 介 し て 直 接 バ ン
プ ７ に 伝 達 す る 。 従 っ て 、 圧 力 が Ｌ Ｓ Ｉ ６ に 強 く 作 用 す る こ と が な く 、 ク ラ ッ ク の 発 生 を
防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ２ は 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 で あ る 無 線 カ ー ド を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 上 記 し た 第 １ の 実 施 の 形 態 で 示 し た 部 分 と 同 一 部 分 に つ い て は 同 一 番 号 を 付 し て
そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 し た 第 １ の 実 施 の 形 態 で は 、 Ｓ Ｕ Ｓ 板 １ １ に リ ブ １ ４ を 形 成 し た が 、 こ の 第 ２ の 実
施 の 形 態 で は 、 Ｌ Ｓ Ｉ ６ を エ ッ チ ン グ す る こ と で リ ブ １ ６ を Ｌ Ｓ Ｉ 裏 面 に 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 実 施 の 形 態 で も 前 記 実 施 の 形 態 と 同 じ く バ ン プ ７ と リ ブ １ ６ を 線 １ ５ 上 に ほ ぼ 位 置
す る よ う に 配 置 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ れ に よ り 、 Ｌ Ｓ Ｉ 実 装 時 の 圧 力 が リ ブ １ ６ か ら Ｌ Ｓ Ｉ ６ を 介 し て 直 接 バ ン プ ７ に 伝 わ
り 、 Ｌ Ｓ Ｉ ６ に ク ラ ッ ク が 発 生 す る こ と を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 上 記 し た 各 実 施 の 形 態 に お い て 、 Ｌ Ｓ Ｉ ６ の 実 装 時 に 、 圧 力 が リ ブ １ ４ ， １ ６ を
介 し て バ ン プ ７ に 直 接 伝 え ら れ れ ば 、 バ ン プ ７ の 真 上 に リ ブ １ ４ ， １ ６ を 正 確 に 位 置 さ せ
る こ と な く 、 多 少 線 上 か ら 変 位 す る 位 置 で も よ く 、 ま た 、 リ ブ １ ４ ， １ ６ の 形 状 も バ ン プ
７ と 同 形 状 に 形 成 す る こ と な く 、 異 な る 形 状 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 は 、 そ の 要 旨 の 範 囲 内 で 種 々 変 形 実 施 可 能 な こ と は 勿 論 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 で あ る 無 線 カ ー ド を 示 す 断 面 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 で あ る 無 線 カ ー ド を 示 す 断 面 図 。
【 図 ３ 】 従 来 の 無 線 カ ー ド を 示 す 断 面 図 。
【 図 ４ 】 同 無 線 カ ー ド の Ｌ Ｓ Ｉ に ク ラ ッ ク が 発 生 し た 状 態 を 示 す 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ３ … 基 板 、 ６ … Ｌ Ｓ Ｉ 、 ７ … バ ン プ 、 １ １ … Ｓ Ｕ Ｓ 板 （ 補 強 材 ） 、 １ ２ … 接 着 剤 、 １ ４
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、 １ ５ … 線 、 １ ６ … リ ブ （ 突 起 部 ） 。

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

(5) JP 2005-101356 A 2005.4.14



フロントページの続き

(72)発明者  室原　勝
            神奈川県川崎市幸区柳町７０番地　東芝ソシオシステムズ株式会社内
Ｆターム(参考) 4M109 AA01  BA04  CA26  DB14  EE01  GA03 
　　　　 　　  5B035 AA08  BA03  BA05  BB09  CA03 
　　　　 　　  5F044 KK02  LL01  RR18 

(6) JP 2005-101356 A 2005.4.14


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

